
媛
一
山
陽

(
承
諒
)

スど

椋

必

ふ

石

快

iを

島

山
協
の
史
謹
む
於
け
る
重
要
精
一
仰
は
、
先
づ
英
夫
織
論
主
義
'
げ
ざ
る
可
か
ら
宇
。
抑
主
我
閥
均
は
寓
世
一
一
糸
の
天
子
巌
と
し
℃
君
臨
す
。
漢

土
の
幾
王
朝
b
L
代
ム
る
が
如
き
と
同
誌
の
談
に
非
や
。
即
ち
秘
宗
主
仰
ぐ
混
子
の
精
神
に
於
℃
も
同
額
た
る
べ
し
。
故
に
政
誌
に
，
総
宗
の

源
始
ず
る
所
、
亦
民
子
の
知
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
者
に
し
℃
、
渓
人
の
軒
裁
を
語
る
が
如
き
に
非
ざ
る
な
り
と
い
ふ
。
市
し
℃
彼
に
よ
れ

ば
、
我
王
道
は
一
次
組
よ
り
以
来
、
治
氏
の
外
に
た
く
、
一
例
遂
と
綿
す
る
も
亦
ニ
れ
の
み
。
故
に
治
氏
の
主
選
以
外
に
於
℃
紳
滋
b
b

い
ふ
者

は
、
荒
誕
‘
な
る
私
訟
を
紛
つ
る
者
な
り
と
す
。
一
土
業
の
表
、
ム
る
や
，
楼
話
校
庭
す
。
後
三
俊
一
大
内
問
中
一
快
復
の
治
を
は
か
り
給
ム
。
ま
た
王
道
の

銭
授
に
外
注
ら
や
7
0

輩
、
民
治
主
第
一
、
と
し
給
ふ
を
取
る
な
り
。
撫
民
は
平
一
政
の
興
降
す
る
所
以
な
り
。
頼
朝
の
新
業
主
な
せ
る
所
以
も
，

…
土
滋
巴
準
ぜ
る
得
の
み
。
北
保
氏
の
伴
認
緩
ま
れ
る
者
に
し
℃
、
猪
九
世
に
侍
ム
る
を
得
し
所
以
も
亦
治
氏
の
一
土
惑
を
襲
へ
る
に
よ
る
。
故

に
平
一
滋
を
怠
れ
ば
、
千
一
家
も
亦
王
様
、
主
失
墜
す
る
に
去
る
事
止
む
友
き
友
り
。
王
様
下
に
移
る
所
以
此
に
あ
り
。
治
氏
の
事
た
る
や
一
次
戦
な

り
。
天
の
治
者
一
b
L
立
つ
る
は
、
問
的
の
怨
に
す
る
も
の
に
し
℃
、
共
織
を
忽
に
せ
ば
、
一
次
山
一
以
之
、
を
撚
さ
ん
や
。
然
れ
ど
も

3

天
織
は
時
と
し
℃

下
に
移
る
ぺ
し
も
天
的
い
は
易
ム
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
・
品
川
牧
は
紳
勅
に
明
な
る
が
如
く
掲
世
不
易
な
り
。
王
道
の
弛
綾
に
よ
り
℃
務
化
ず
べ
き

は
叉
織
の
み
。
故
巳
北
保
氏
の
従
事
も
)
唯
一
十
一
巡
の
窓
を
制
作
る
に
庶
幾
き
が
捻
に
外
な
ら
や
。
去
し
一
大
紋
あ
り
て
一
六
肢
を
行
は
ど
、
上
方
袈

世
間
別
し
℃
待
つ
ぺ
し
白
彼
の
雨
時
の
一
滅
び
た
る
は
、
天
之
b
b
滅
ぼ
せ
る
な
り
。
後
制
税
関
夫
九
九
・
中
腕
〈
の
誌
の
弛
緩
せ
る
も
天
得
な
り
。
ヤ
ー
巡
行

は
れ
ざ
れ
ば
，
一
六
位
あ
り
と
織
も
ス
織
的
せ
守
、
況
や
一
六
位
な
き
を
や
。

天
織
は
撫
氏
に
し
℃
治
機
の
所
在
な

9
0
英
機
を
負
み
、
以
℃
呉
下
に
騒
h

り
℃
機
会
ざ
れ
ば
、
笈
機
却
つ
℃
奪
は
る
る
事
と
友
る
。
然
れ

一一-6 -ー由



ど
も
、
渡
濯
す
る
も
の
は
天
般
に
し
℃
、
絡
に
縫
ぜ
ざ
る
も
の
存
す
。
是
我
闘
の
諜
土
と
旧
共
な
る
所
以
な
り
。
位
、
共
不
緋
死
者
も
、
総
山
示
撫

川
内
の
久
し
き
結
川
水
に
し
℃
、
円
…
記
事
一
次
な
り
と
の
み
汚
は

r
、
は
あ
り
℃
の
訴
と
な
す
漢
土
の
思
怨
に
賊
す
る
長
な
き
能
は
み
7
0

山
陽
の

χ

位
を
ぬ
や
る
や
、
明
確
に
紳
勅
の
尚
一
栄
‘
建
踏
の
間
約
よ
り
起
す
哀
を
な
さ
や
y
o

ー
へ
の
思
想
、
動
も
す
れ
ば
漢
土
の
そ
れ
に
紛
は
し
き
は
惜

し
む
べ
し
。
組
肢
も
州
税
制
M
A
び
北
保
氏
の
持
政
主
位
綿
し
、
税
怨
ニ
の
獄
に
於
℃
政
権
快
復
を
は
か
る
傘
乞
友
す
事
の
設
れ
る
を
指
摘
し
，

こ
れ
に
ま
き
お
総
の
徳
政
な
く
し
℃

B

い
か
で
た
や
す
く
緩
へ
さ
る
べ
き
、
た
と
び
又
犬
は
れ
ぬ
べ
く
と
も
、
民
や
す
か
る
ま
じ
く
ば
、
上

天
よ
も
典
し
給
は
じ
と
い
ム
所
、
山
陽
亦
規
乞
同
じ
う
す
。
然
も
究
極
に
於
℃
、
税
肢
が
一
例
凶
忠
怨
よ
り
捻
き
越
し
た
る
に
比
す
れ
ば
、
山

陽
一
の
説
、
政
遺
憾
な
き
能
は
や
。
彼
が
捻
く
夫
人
の
心
と
い
ふ
も
の
、
結
局
、
治
氏
撫
氏
の
存
す
る
所
に
鰐
ム
事
前
論
の
如
し
。
故
に
現
賓

と
し
℃
は
、
頗
る
民
主
的
所
論
と
い
は
ざ
る
を
ね
や
。
彼
の
南
北
合
一
を
論
や
る
正
統
論
も
、
必
ハ
話
北
ハ
右
は
向
よ
り
社
友
り
と
隊
も
、
悪

党
、
蕊
し
一
六
脱
去
と
貨
に
之
主
佑
く
の
一
…
訟
に
師
す
ぺ
し
。
同
し
℃
山
陽
の
常
時
に
去
る
一
挙
JM
民
主
稔
き
℃
、
共
後
内
紛
総
有
り
と
雌
も
、
天

命
大
rw
定
ま
り
以
℃
今
に
五
る
と
い
ふ
む
五
り
℃
は
、
共
紛
絡
し
ザ
ピ
去
る
も
漢
土
の
思
想
乞
認
め
ざ
る
を
件
、
子
。
犬
れ
、
治
氏
の
所
在
、
一
六
命

の
所
在
な
り
と
し
℃
、
此
に
一
大
戦
.
米
位
b
b
論
ー
予
る
時
、
長
き
治
氏
の
得
統
の
力
に
よ
り
℃
前
向
古
不
動
と
な
れ
る
も
の
が
天
佼
及
ち
と
な
す
に

過
ぎ
・
?
と
せ
ば
‘
勢
の
移
る
所
に
よ
り
℃
一
式
戦
主
行
使
す
る
彼
の
務
者
巴
し
℃
、
松
川
し
克
に
皇
純
白
宮
山
示
の
治
氏
七
河
八
一
向
の
い
い
火
年
月
広
越

え
、
よ
り
久
し
き
に
瓦
り
℃
撫
氏
の
笈
主
施
す
も
の
あ
ら
ん
巳
は
如
何
。
か
く
℃
も
瀦
夫
伎
不
易
と
な
す
を
符
ぺ
き
や
。
者
人
が
山
陽
の
主

張
の
校
祇
巳
漢
土
思
想
の
拭
ム
可
か
ら
ざ
る
も
の
あ
る
主
感
ぜ
ざ
る
を
得
ざ
る
所
以
此
に
あ
り
。
山
陽
の
修
史
に
遺
憾
と
す
る
所
は
、
記
紀

紳
代
の
容
の
精
神
を
も
銭
し
℃
貌
践
の
如
く
な
ら
ざ
り
し
事
な
り
。
山
陽
が
闘
史
弘
通
ぜ
る
は
、
必
や
し
も
校
末
の
史
笈
の
み
と
い
ム
ペ
か

ら
字
。
然
も
彼
亦
畢
党
総
者
た
る
h

包
括
れ
ざ
り
し
者
か
。
担
、
彼
の
表
現
上
の
統
的
は
、
直
に
肉
撚
精
一
仰
の
飲
乏
乞
意
味
す
る
も
の
に
は
非

宇
。
山
陽
が
骨
骨
皇
の
志
の
浮
き
事
は
、
会
著
書
に
溢
れ
寸
た
る
事
震
な
り
。
故
に
又
志
玄
関
み
℃
、
他
b
L
M
み
す
る
事
な
か
る
べ
き
も
の
か
。

山
陽
の
忍
強
的
根
F

棋
を
示
す
も
の
は
、
紳
儀
併
に
鈴
す
る
態
度
rw
於
℃
鷲
見
せ
ら
る
べ
し
。
彼
に
よ
れ
ば
、
併
殺
は
君
父
を
易
ム
る
害
あ

お
事
-
一
一
議
数
は
入
論
者
殺
し
℃
一
我
ρ

関
有
の
¥
議
主
弘
社
る
も
の
設
)
同
芯
〈
野
来
一
と
い
ふ
も
自
ら
別
あ
り
と
い
ふ
。
此
見
解
に
基
づ
き
℃
殺
は

一-7 一一



機
教
を
僚
や
る
者
応
無
惑
の
輩
出
づ
と
友
す
。
綾
に
よ
れ
ば
，
五
業
の
衰
ム
る
大
端
は
?
既
戸
，
議
子
に
あ
り
母
認
し
℃
我
寓
問
問
無
比
の
図

慨
を
破
壊
ぜ
し
む
る
に
苓
一
り
し
志
の
は
、
笈
に
梯
数
が
共
根
本
動
一
mm
た
り
臼

然
る
に
後
に
絞
同
氏
あ
り
℃
、
千
載
の
下
、
溜
り
惑
は
や
y
、
総

ん
が
の
問
問
主
民
一
止
す
と
い
ム
。

山
陽
に
し
℃
務
儒
撃
に
私
紅
き
能
は
ざ
り
し
か
。

殺
が
察
官
を
奔
す
と
難
ぜ
ら
る
L

事
も
会
務
所
以
な
し
と
せ

中
。
袈
武
一
λ
泉
主
論
じ
℃
は
、

-VA
坊
を
難
4
7
る
の
絵
、
帝
の
不
君
柔
階
、
智
者
b
L
待
た
や
し
℃
知
る
と
極
論
し
℃
椋
ら
や
y
o

南
部
武
の
長
女
、

綿
徳
孝
議
中
む
論
じ
℃
は
、
別

χ
巳
比
し
，
仰
げ
良
一
混
と
な
し
℃
泡
銭
仲
減
の
一
向
濁
を
去
さ
ん
と
し
、
治
腕
門
T
M
の一一熟節
b
L
去
す
に
於
℃
は
、
純
物

を
犠
牧
と
な
す
も
悌
ら
ざ
る
が
如
意
、
来
し
℃
私
ぬ
な
し
と
い
ふ
主
符
ぺ
き
か
。
叉
、
鎌
倉
、
安
時
の
一
帯
、
総
数
の
致
す
所
と
注
す
設
、
北

f
R
C
%に
2
u
r
J
h
仁川
w

乙
rι守

新
i
4
S
F引が
Z
一言

H
Kル
寸

あ
ち
。

彼
の
袋
町
一
五
和
の
峰
、
鎌
倉
五
山
の
右
一
に
出
づ
る
主
以
℃
、
{
京
町
?
の
然
窃
、
鎌
倉
に
行
侍
す
る
出

℃
論
中
る
所
音
大
践
に
於
J
L
公
論
に
似
た
る
も
、
偽
数
に
お
す
る
所
論
よ
ち
せ
ば
、
結
局
、

主
知
る
と
な
す
に

る
。
彼

白
家
的
州
訟
に
揚
一
ぎ
や
ー
と
の
税
一
之
強
れ
ざ
る
べ
し
。
笠
長
の
門
太
事
橋
本
お
蔭
交
友
た
り
。
税
法
が
山
陽
に
討
し
℃
、
渓
一
文
を
読
み
、
渓
文
は

書
く
と
も
，

我
同
一
の
在
廷
一
b
L
忘
れ
ざ

ベ
き
を
忠
告
す
る
所
あ
り
。
山
陽
県
し
℃
鵠
撃
に
私
す
る
所
の
事
笈
な
し
と
い
ふ
を
符
ぺ

此
の
如
く
俳
教
を
排
斥
し
，
所
拐
の
紳
惑
を
税
務
し
つ
k

あ
る
絞
に
於
℃
、
笈
際
は
、
.
謀
議
中
主
は
じ
め
併
仰
と
の
交
情
少

か
ら
や
7

、
父
、
都
港
、
開
設
樹
等
の
陶
製
者
と
も
親
交
設
か
ら
ざ
る
も
の
あ
9
0
被
が
矛
盾
の
人
た
る
此
も
亦
例
す
ペ
レ
。

き
か
。

山
め
る
に
、

ら
ば
、
新
川
柳
の
覇
業
主
成
さ
し
め
し
者
は
何
入
ぞ
。

抑
主
淀
家
一
政
治
は
済
成
机
に
始
ま
れ
り
、
抑
制
州
引
に
成
る
事
明
な
り
。
然

山
陽
一
日
く
‘
大
江
政
一
一
五
日
正
友
hv
と。

次
に
封
建
制
度
ル
陣
式
の
察
側
人
物
を
指
摘
せ
る
見
解
に
一

下
統
一

に
し
℃
税
制
在
来
り
助
く
る
な
く
ん
ば
‘
来

思
も
よ
ら
み
7
9

積
一
五
，
朝
に
あ
り
℃
M
M
ゐ
ら
る
L
所
な
し
。
総
械
の
抱
負
施
す
を
符
ざ
る
に
背

る
9

何
ぞ
懇
ゐ
℃
以

設
の
一
武
弁
唱

し
む
。
新
制
の
興
る
に
及
び
℃
、
乃
ち
以
℃
己
が
宗
一
志
わ
弘
行
は
ん
と
す

9

廿
一
ハ
治
主
将
宇
し
℃
，

に
容
を
な
す

こ
れ
勝
五
が
、
組
側
切
な
し
℃
紙
業
主
成
さ
し
め
し
も
の
叶
い
い
が
利
主
倒
る
以
外
に
山
内
で
や
‘

に
力
わ
弘
一
致
す
事
民
間
山
主
総
せ
ざ
ち
し
ゃ
。

刀
〈
北
保
氏
主
劫
け
℃
源
氏
を
無
税
し
℃
鞘
ら
ざ
り
し
所
以
な
り
と

b

叉
大
一
江
民
JX
内純一あり

γ
阜

政
誌
の
訟
に
同
亡
。

j
A
Hリ
ヨ
伊
川
辺
滋
サ

i
野
勺
カ
ポ
?
苦
言

か
体
制
じ
，
笈
川
主
主
張
す
る
に
常
・
9
，
民
一
廷
の
如
き
は
一
誠
rw
理
恕
的
人
物
の

人
た
る
老
夫
は
ざ
る
ぺ
し

9

然
れ
ど
も
北
ハ
一
総
出
の
地
を
繰
り

~. .~. 8 -ー



む
を
如
何
せ
ん
。
加
之
、
大
江
誌
は
、
弱
思
表
る
各
家
た

9
9
総
務
の
議
事
各
一
家
の
務
市
ず
べ
き
も
の
に
非
宇
。
即
ち
l

人
才
登
躍
の
注
な

き
を
論
じ
、
政
治
の
行
き
誌
る
涼
一
国
主
此
巴
指
掠
す
る
所
、
山
陽
一
の
志
主
知
る
広
見
る
。
践
一
五
‘
泣
惑
の
骨
格
主
一
成
し
℃
王
政
b
b
破
壊
す
。
来

し
℃
然
ら
ば
、
此
に
山
陽
持
論
の
如
き
一
仰
教
の
涼
一
段
は
認
む
べ
き
も
の
な
く
し
℃
も
却
つ
℃
係
数
士
大
夫
の
過
失
あ
る
の
み
な
る
は
一
大
奇

観
た
る
を
失
は
や
。
大
江
氏
ど
共
弘
、
朝
よ
h

り
来
り
℃
頼
朝
主
助
け
し
は
同
じ
く
教
信
一
一
一
一
帯
氏
た
り
。
叉
以
℃
山
陽
に
締
あ
る
か
。
位
、
十
日

の
一
一
一
等
清
行
に
五
り
℃
は
、
栄
一
敬
措
か
ざ
る
も
の
あ
り
。
或
は
十
二
封
本
主
没
貸
し
，
兆
人
物
、
官
公
も
及
ば
一
中
と
な
し
，
此
人
主
川
一
ゐ
ざ

る
延
存
の
政
治
も
怨
名
協
し
℃
熊
賞
た
る
か
と
疑
ム
虫
食
る
。
経
済
の
志
主
抱
き
つ
-KA

、
絡
に
施
す
所
一
な
か
り
し
は
清
行
な
り

9

然
れ
ど
も

北
ハ
不
常
に
用
ゐ
ざ
り
し
は
ち
ー
寧
ろ
山
路
一
の
以

τ安
ん
宇
る
所
な
る
が
如
し
。
政
誌
の
窓
主
案
中
る
に
ち
山
尚
一
践
の
本
窓
越
か
に
知
る
に
出
な
し

と
雌
も
、

mf℃
成
一
五
た
ら
ん
よ
り
は
、
滋
き
℃
清
行
一
た
ら
ん
こ
と
を
希
仏
，
彼
自
ら
も
陸
一
蕗
士
と
し
℃
移
る
に
如
か
み
y

と
な
す
も
の
に
似
っ

た
り
。
市
し
℃
対
銭
、
威
一
五
に
成
り
、
削
減
ほ
氏
む
於
℃
秘
れ
り
と
い
ム
。
論
m
m
w一
回
氏
検
地
の
一
文
も
も
間
よ
り
政
記
の
本
文
な
り
。
山
陽
一
応

死
民
一
臨
み
℃
本
せ
る
一
銭
)
封
建
政
治
b
b
呪
ム
情
見
る
べ
し
。
今
げ
円
余
り
℃
行
は
れ
倍
と
し
℃
上
下
怪
し
む
者
な
し
と
政
諾
す
る
所
、
陽
に

嬰
沼
氏
主
交
め
℃
‘
陰
に
諮
川
氏
覇
業
の
惇
民
主
曲
言
せ
る
も
の
、
蛍
時
能
く
誌
を
免
れ
し
率
、
叉
時
勢
の
然
ら
し
め
し
も
の
あ
る
に
よ
る

か
。
河
川
主
以
℃
之
主
絞
れ
ば
、
己
に
武
家
総
額
の
崩
壊
は
時
の
問
題
た
り
し
事
主
推
察
せ
ら
る
。
山
陽
が
、
政
記
審
問
慌
に
、
m
授
は
氏
同
一
竿
の

法
、
先
王
の
制
を
一
…
渡
せ
b
y
と
の
論
b
L
泣
き
℃
、
以
℃
努
…
践
の
一
柳
武
誌
に

mm漉
せ
し
め
、
之
主
全
容
の
指
り
与
せ
る
所
，
北
ハ
不
朽
の
精
一
別
主

着
取
す
ペ
し
。
侭
、
山
陽
の
~
修

γ

史
が
、
日
本
政
記
応
於
℃
，
敢
℃
紳
武
以
前
広
遡
る
事
玄
な
さ
ど
り
し
は
、
関
史
=
古
枇
バ
の
研
究
漸
く
盛
と
な

り
し
滋
時
に
在
り
℃
、
探
も
犠
房
の
正
統
認
の
如
き
一
老
推
賞
し

ι

つ
も
九
あ
る
波
と
し
亡
、
質
に
不
可
思
議
主
る
現
象
な
り
。
一
品
川
人
は
強
℃
之
主
一

解
離
せ
ん
と
す
る
も
の
に
非
ざ
る
も
、
山
陽
が
前
に
五
帝
一
一
一
千
一
の
時
代
主
紳
秘
的
巳
解
す
事
主
否
定
せ
る
如
く
、
路
史
に
於
℃
も
之
主
一
疋
ふ

に
忍
び
ざ
る
も
の
あ
ち
と
・
な
せ
る
広
よ
る
も
の
怠
る
や
も
知
れ
や
。
問
問
史
の
最
も
意
内
必
要
な
る
部
門
た
る
ペ
き
一
料
代
を
、
英
得
部
知
一
鴨
川
と
い

び
、
鴻
荒
之
官
常
和
漢
同
然
澄
部
不
論
可
突
と
議
、
せ
る
は
、
此
問
の
治
息
主
暗
示
す
る
も
の
な
る
ペ
し
。
夫
の
寅
際
家
山
陽
に
と
り
℃
、
一
切

の
締
秘
は
、
悲
し
合
理
佑
さ
れ
や
ば
一
、
全
然
存
在
撰
飽
な
き
も
の
た
り
し
な
る
ぺ
し
。
蓋
J
彼
の
強
烈
な
る
情
熱
の
裏
に
は
、
常
に
冷
静
な
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る
笠
現
b
L
滞
在
せ
し
め
た
る
も
の
な
れ
ば
な
り
。
走
、
彼
が
修
史
に
蛍
り
℃
の
一
得
む
し
℃
一
夫
た
る
を
発
れ
ざ
り
し
所
な
ら
ん
。

山
陽
の
事
業
と
共
精
一
仰
に
就
き
℃
は
‘
大
路
叙
上
の
如
し
。
次
に
之
を
彼
が
行
跡
に
就
き
℃
再
検
討
せ
ん
が
震
に
、
先
づ
自
叙
倖
的
に
生

援
を
調
布
し
、
行
跡
援
に
業
訟
の
世
一
計
を
考
慮
し
、
最
後
に
精
一
科
的
感
化
の
笠
殺
す
る
所
を
切
に
せ
ん
と
欲
す
。

山
陽
の
投
奔
前
後
ま
で
を
一
瞥
す
る
に
，
彼
は
厳
格
友
る
父
と
人
間
味
に
富
む
母
と
の
問
仰
に
生
長
し
、
成
笠
才
惑
を
以
℃
頭
角
b
L
表
せ

り
臼
市
し
℃
、
彼
自
身
、
抜
群
の
志
あ
り
。
少
年
に
し
℃
能
く
古
今
成
敗
を
論
じ
、
老
成
の
口
吻
あ
り
し
は
、
生
泥
hw-
己
に
約
束
せ
る
も
の

あ
る
に
似
た
担
。
枕
奔
前
、
遊
蕩
あ
り
。
原
凶
、
問
よ
り
一
に
mm
す
可
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
し
な
る
ぺ
し
。
察
す
る
に
、
森
水
よ
り
せ
ば
、

唯
一
人
成
長
せ
る
才
子
山
陽
b
b

、
己
が
如
き
端
正
な
る
ん
木
製
者
と
し
℃
仕
上
げ
き
家
業
家
替
を
嗣
が
し
む
べ
く
あ
り
し
た
ら
ん
。
故
に
一
日
も

M
T
く
結
婚
せ
し
め
、
身
を
問
め
し
む
る
が
第
一
策
に
し
℃
安
心
事
左
り
。
然
れ
ど
も
、
一
度
は
貌
思
ひ
の
山
陽
と
℃
、
父
の
志
に
服
せ
し
も

の
の
、
務
勃
・
た
る
雄
志
は
、
自
ら
安
ん
ぜ
ざ
る
も
の
あ
り
。
経
に
・
白
菜
的
治
遊
に
走
り
、
青
年
の
血
気
、
所
前
、
心
得
遼
ひ
を
な
せ
る
も
の

な
る
べ
し
。
然
も
寛
政
十
二
年
二
十
一
歳
の
九
月
品
目
、
決
然
と
し
℃
段
落
乞
敢
行
す
る
に
至
り
し
は
是
非
も
な
し
。
か
く
℃
日
付
尽
の
身
?
と

し
℃
復
師
し
℃
後
は
、
和
よ
志
を
神
ぷ
る
も
の
あ
り
し
が
如
く
、
事
ら
文
章
に
身
を
託
せ
り
。
彼
一
代
の
志
、
此
に
略
主
決
定
せ
る
も
の
な

る
可
く
、
未
だ
決
行
の
機
b
L
得
ざ
り
し
の
み
。
関
門
修
レ
史
出
レ
門
遊
。
時
一
逐
一
一
吟
mm}
上
一
一
番
楼
吋
落
日
本
h

詑
千
古
事
。
毛
防
戦
滋
日
光
前
洲
。

と
は
常
時
の
生
活
を
物
語
る
も
の
、
二
十
八
歳
の
作
な
り
。

後
艶
出
入
前
後
を
比
る
に
、
彼
が
務
自
の
志
一
誌
を
笈
現
す
ぺ
き
第
一
歩
は
、
茶
山
の
簾
勢
一
行
に
よ
り
℃
始
め
ら
る
る
事
と
な
れ
る
が
如

し
。
持
に
文
化
六
年
十
二
月
二
十
七
日
に
し
℃
，
山
陽
一
二
十
歳
の
誕
生
日
た

9
0
然
れ
ど
も
、
夕
陽
黄
葉
村
塾
、
何
よ
り
安
似
の
地
に
非

や
。
要
訟
に
錬
る
の
単
に
手
段
の
み
J

即
ち
、
役
円
抱
レ
病
u
T
拍
レ
身
。
十
歳
矧
践
芯
未
レ
納
付
。
粍
松
米
一
過
少
年
日
。
文
章
方
値
太
平
蒋
。
向

楽
大
翼
忠
一
一
広
ハ
海
吋
何
不
日
刊
元
鞭
補
擁
い
一
要
律
叩
第
巷
偏
常
総
柳
色
。
幾
附
終
折
過
ご
郷
隣
叩
と
は
、
一
一
…
十
一
歳
の
作
、
係
ら
ざ
る
告
白
と
い
ふ
ペ

し
。
市
し
℃
、
設
時
は
勿
論
、
常
に
山
陽
の
力
と
な
り
し
人
は
、
務
別
人
築
山
喜
一
や
と
心
友
篠
崎
小
竹
と
な
り
。
か
く
℃
、
此
等
の
力
に
頼

り
℃
、
蕗
士
と
し
℃
自
由
の
境
遇
に
・
日
越
し
つ
L

、
一
代
の
よ
ω
業
，
文
章
報
闘
に
選
議
せ
ん
と
℃
、
高
難
b
b
受
精
の
下
に
、
茶
山
勢
一
b
L

後
に
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し
、
光
一
づ
大
坂
に
向
つ
℃
後
見
せ
り
。
時
に
、
文
化
八
年
間
二
月
ム
ハ
目
、
一
一
一
十
二
歳
応
常
れ
り
。

上
京
初
期
は
、
新
に
小
石
僚
間
の
周
旋
に
税
り
、
家
熱
を
川
内
き
し
が
、
事
に
よ
り
℃
一
時
離
京
、
ば
〈
大
坂
に
も
ど
り
、
一
持
ぴ
上
京
し
℃
間

塾
、
徳
太
郎
の
稿
、
之
よ
り
始
ま
る
。
彼
の
食
し
き
粉
本
生
活
は
、
あ
ら
ゆ
る
非
難
の
中
広
進
行
す
る
事
と
な
れ
り
。
悦
見
ご
税
関
一
欣
且

行
。
紫
一
服
松
川
崎
誌
分
明
。
稔
逢
ご
弟
妹
一
米
レ
交
レ
給
。
夢
彼
牛
車
過
レ
悲
様
。
と
い
び
、
一
出
一
一
郷
同
一
歳
蒋
除
。
慈
綴
治
息
定
如
何
。
京
城
風

雪
然
一
一
人
作
サ
濁
川
仰
向
一
泉
佐
}
夜
波
i

議
。
と
い
ふ
は
、
一
一
一
十
二
歳
の
作
、
親
族
乞
逃
れ
、
異
郷
に
中
傷
議
諒
す
る
輩
は
あ
る
も
、
心
b
L
語
る
友

な
き
彼
が
寂
多
、
夢
は
常
に
慈
判
例
弟
妹
の
下
に
走
り
し
事
、
同
情
禁
ぜ
ざ
る
も
の
あ
り
。
書
簡
類
に
自
ら
漣
ぷ
る
所
と
併
せ
考
ム
る
に
、
彼

が
襖
憶
は
、
家
計
の
よ
よ
り
も
、
寧
ろ
此
に
あ
り
し
も
の
の
如
し
。

勘
常
宥
兎
よ
り
父
一
林
水
の
死
去
前
後
は
、
山
陽
の
生
加
の
称
換
期
た
り
。
文
化
十
年
三
十
四
歳
の
一
一
一
月
四
月
の
問
、
者
水
、
京
坂
選
遊
に

併
問
り
、
始
め
℃
勘
設
許
さ
れ
、
父
子
釘
雨
あ
り
。
抑
制
民
に
在
る
山
陽
の
遺
児
飴
一
も
十
一
一
一
裁
に
成
人
せ
り
。
然
も
此
凶
刷
、
山
陽
の
蒋
婚
問
題

あ
り

Q

彼
が
意
中
の
才
媛

1

江
限
的
制
脊
と
は
終
に
結
ば
れ
や
し
℃
、
梨
影
と
の
結
婚
生
活
始
ま
れ
り
。
文
化
十
二
年
一
一
一
月
に
は
茶
山
も
入
京

あ
り
‘
山
陽
巳
と
り
℃
は
、
漸
く
日
蔭
者
の
生
訴
を
枕
し
℃
、
明
朗
な
る
生
波
に
入
り
、
自
由
の
志
を
伸
ば
さ
ん
に
遼
窓
な
き
境
遇
と
な
れ

り
。
然
る
に
、
十
一
一
一
年
二
月
十
九
日
、
父
春
水
七
十
一
歳
を
以
℃
残
し
、
彼
の
心
境
に
又
一
大
愛
化
を
来
せ
り
。
即
ち
三
十
七
歳
の
春
に
常

れ
り
。一

一
一
年
の
心
喪
主
総
り
し
山
陽
は
、
心
気
此
に
一
一
押
し
℃
、
九
州
選
遊
の
訟
に
上
れ
り
。
康
瀬
淡
窓
共
他
の
一
試
俊
に
脅
し
、
叉
馬
渓
、
天
草

の
奇
勝
に
接
し
、
或
は
筑
後
川
に
菊
池
氏
の
精
忠
を
懐
ひ
、
或
は
又
鈎
港
に
異
閣
の
情
景
を
察
し
、
詩
文
に
日
入
者
設
に
、
大
に
平
常
の
希
的
況

を
満
足
せ
し
め
℃
、
や
が
℃
母
を
携
へ
℃
踏
京
し
同
遊
期
を
終
れ
り
。
文
政
二
年
一
一
一
月
六
日
向
後
よ
り
三
百
二
十
二
日
詩
文
政
一
一
一
年
二
月
四

一
日
一
成
島
に
蹄
着
し
、
一
一
一
月
十
一
日
持
続
京
、
途
中
別
れ
し
母
、
大
坂
よ
り
十
九
日
に
入
京
あ
り
。
即
ち
京
佐
公
許
、
老
母
奉
養

日
に
し
℃
‘

の
制
般
に
入
る
。

ふ
れ
れ
よ
り
母
一
主
講
じ
℃
嵐
山
菜
弛
む
勝
一
を
銀
争
、
-
文
家
計
の
-
如
何
を
顧
み
宇
。
然
も
殺
人
は
、
母
b
b
擁
し
之
遺
財
-Z
私
せ
ん
と
の
意
に
出
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づ
と
誹
る
者
あ
る
主
強
制
肘
ぎ
り
き
。
文
政
濁
年
十
月
、
移
民
京
寓
一
件
公
許
あ
り
。
母
巴
一
帯
設
を
港
・
0
七
、
掠
々
年
来
の
心
懸
ほ
一
A
r
h
℃
夜
間
明

伎
、
様
広
被
怠
侃
一
一
此
上
義
に
御
座
候
と
の
感
銘
右
越
ぷ
。
文
化
十
一
年
建
議
主
去
り
℃
よ
り
十
二
年
目
、
公
私
始
め
℃
自
由
の
髭
士
と
し
℃
立

つ
一
品
全
得
る
に
一
金
れ
り
。
究
広
間
十
二
畿
の
時
に
あ
り
。
投
務
以
来
、
正
巳
二
十
鈴
年
巳
し
℃
始
め
℃
比
巳
心
中
南
忘
貫
徹
さ
る
。
一
向
し
℃
畢
生

の
大
業
も
清
々
完
成
に
赴
き
、
愈
主
山
陽
自
身
の
生
泥
の
展
開
来
る
a

京
・
水
位
、
新
法
務
済
よ
り
外
史
上
進
、
政
詰
起
稿
の
凶
は
、
山
陽
の
最
も
輝
か
し
き
生
活
期
な
り
。
伎
は
、
文
政
問
年
九
月
頃
よ
り
京
坂

仰
れ
広
舷
す
べ
き
ゃ
に
迷
ひ
っ
L
あれ
γ
し
が
、

m一
日
。
年
十
一
月
九
日
，
京
都
東
一
一
一
本
木
南
町
の
新
聞
胞
に
移
制
作
、
此
に
、
水
伎
の
決
心
b
L
定
む
る
げ
山

手
一
れ
り
。
終
潟
の
題
名
を
北
ハ
伐
に
山
紫
水
明
海
と
い
ム
a

此
よ
り
十
年
巳
し
℃
多
一
事
波
湖
の
生
花
を
卒
る
の
地
な
り
。
此
年
五
月
三
日
、
母

弘
一
容
を
沿
り
℃
、
久
太
郎
広
復
す
自
を
越
ぷ
。
担
ち
ヒ
サ
と
消
む
は
、
や
さ
し
過
ぎ
る
が
故
巴
、
キ
ウ
と
苦
認
す
る
由
主
記
し
、
ヒ
サ
に

℃
は
間
十
づ
ら
に
相
臨
せ
ぬ
と
な
り
。
か
く
℃
名
笈
ル
ル
パ
に
生
ボ
の
相
に
復
せ
る
弐
第
な
る
が
、
北
ハ
間
二
十
の
け
川
誠
心
不
苦
の
中
に
絞
過
せ
る
号

事
、
ヒ
サ
よ
り
キ
ワ
に
婆
化
せ
し
め
し
所
以
な
る
主
忠
は
ど
叉
今
昔
の
感
な
き
龍
は
み
y
。
比
域
、
幾
度
か
母
、
主
迎
へ
℃
事
養
怠
る
な
き
事
い

ム
迄
も
な
し
。
山
陽
、
校
有
り
、
詩
に
臼
く
、
母
点
恐
日
一
先
死
サ
兇
亡
寧
一
件
生
。
持
者
多
一
一
雨
明
金
設
…
月
幼
レ
卦
成
。
と
。
老
母
、
宮
案
じ
、
閣
情

業
主
一
殺
ム
。
文
政
十
年
五
月
二
十
一
日
、
日
本
外
突
を
数
翁
公
広
上
携
す
阜
時
げ
山
内
十
八
歳
な
り
。
修
史
偶
題
十
首
の
中
作
山
、
一
一
十
徐
年
我

者
乞
成
す
と
い
ム
。
此
年
八
月
十
三
日
茶
山
八
十
歳
を
以
℃
残
す
。
山
陽
平
ど
り
℃
は
多
感
の
年
と
い
ム
ペ
し
。
文
政
十
二
年
五
月
二
十
ガ
ベ

臼
、
集
翁
公
の
外
史
磁
綜
成
る
。
山
陽
の
宿
ぷ
此
r
h
成
る
。
此
年
の
治
母
誌
に
い
ふ
。
ガ
一
十
党
有
一
一
七
十
母
叩
此
一
樹
人
間
得
総
ν
難
。
市
去
北

来
人
知
レ
織
。
殺
人
知
之
我
兄
母
徴
刊
と
。
満
足
の
情
、
学
耐
に
見
ゆ
。

天
保
元
年
、
母
の
病
応
よ
り
姉
容
し
、
後
、
京
げ
山
地
誌
あ
り
、
彼
も
病
乞
件
℃
十
一
内
ほ
し
つ
L
叉
日
間
京
す
る
淳
、
仰
と
な
し
慌
し
き
年
を
迎

ム
。
問
ら
ざ
り
き
、
ニ
れ
彼
が
晩
年
と
な
ら
ん
と
は
。
年
少
超
焔
山
中
日
し
新
策
げ
山
本
づ
き
℃
通
議
一
音
訴
に
成
り
、
政
…
…
叫
も
忙
中
弛
践
し
つ
L

瀦
線
総
さ
る
。
天
保
二
年
、
議
燦
一
首
に
一
五
ム
、
著
作
無
二
人
熱
い
じ
託
卜
定
。
家
部
事
一
母
待
問
側
じ
心
。
悲
恋
身
世
泌
レ
設
計
。
的
…
侍
コ
成
僚
み

γ

濁川れ
1

刊
と
。
殺
が
痛
心
す
る
所
は
、
愈
主
八
位
主
一
老
母
と
著
者
の
二
事
民
十
代
り

9

父
、
足
滋
小
品
ム
ハ
許
の
後
に
附
識
し
℃
、
中
に
特
未
レ
知
一
一
兆
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時
投
開
仲
間
米
側
欣
，
依
然
鼓
腹
繋
壌
乎
否
一
也
。
の
認
見
ゆ
。
幕
末
の
大
勢
も
己
に
涼
感
せ
ら
れ
、
内
外
作
品
ハ
に
安
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
か
く

℃
年
巡
り
、
天
保
一
一
一
年
六
月
十
二
日
咳
出
血
、
絡
に
死
の
の
け
一
台
k
交
く
。
雨
米
九
月
二
士
一
一
日
死
に
五
る
浴
、
政
記
の
成
総
に
遇
悲
し
℃
箆
ゐ

‘
み
も
論
止
ま
4
7
0

九
月
十
九
日
の
潜
，
仰
を
母
に
お
す
る
絶
筆
と
し
、
…
池
議
内
廷
泌
を
文
字
の
純
一
一
市
と
し
℃
逝
け
り
。

叙
上
の
行
跡
に
お
し
℃
社
討
は
娘
々
に
分
る
。
・
災
総
の
詳
持
、
武
、
元
北
林
、
文
化
八
年
山
陽
上
京
す
る
や
，

m
外
桜
子
成
帯
主
将
皮
放
せ

り
。
山
陽
来
上
後
、
娼
妓
に
出
し
負
依
に
背
し
み
、
段
応
術
後
民
諮
る
と
の
均
百
に
就
き
℃
の
忠
ル
ヤ
け
な
り
。
ル
ル
ハ
流
言
の
根
擦
は
、
金
山
重
正

衛
門
の
成
赫
的
特
告
に
よ
る
京
都
務
と
北
ハ
際
に
於
け
る
借
倒
の
別
宴
等
匙
技
体
せ
る
も
の
の
如
し
。
岐
に
北
林
も
、
以
内
川
一
々
丸
山
仰
符
、
強
一
両

日
比
下
事
情
べ
疑
念
総
線
。
と
い
び
、
一
良
弘
、
見
下
山
内
…
計
九
一
同
在
九
一
京
部
べ
抑
制
M
W
側
、
相
民
放
，
見
令
一
バ
美
技
入
一
一
我
一
斗
汁
別
僕
之
存
何
加
。

と
の
友
情
乞
逃
ぷ
。
然
も
、
茶
山
の
如
き
す
ら
口
主
M

恨
め
℃
決
り
、
山
陽
主
税
併
せ
る
も
の
の
如
く
、
伊
深
一
蹴
科
に
送
り
し
書
簡
の
如
き
北
ハ

例
な
り
。
践
に
然
れ
ば
、
利
害
生
ぜ
る
者
、
京
総
の
中
に
於
℃
英
雄
の
出
づ
ぺ
き
辺
海
な
し
。
市
し
℃
不
如
意
の
家
計
乞
遊
係
に
よ
り
℃
料

祭
料
の
牧
入
よ
り
補
ム
結
果
、
父
の
如
き
も
松
波
と
総
し
℃
爪
弾
き
す
る
次
第
、
山
陽
の
芳
哀
同
情
す
ペ
き
も
の
あ
り
プ
問
拍
唯
一
に
常
り
数
科

書
も
弟
子
も
小
石
耕
一
よ
り
借
り
来
る
有
様
な
れ
ば
、
就
け
一
泊
の
入
僚
を
以
℃
し
℃
は
、
山
陽
を
容
る
L
事
難
か
る
べ
し
。
況
や
何
等
の
同
情
な

き
者
主
や
。
政
に
潤
ル
ポ
の
如
き
も
策
惜
み
ず
と
い
ひ
、
叉
潤
祭
料
を
定
め
た
り
等
と
い
ふ
一
惑
に
つ
き
℃
専
ら
の
評
判
を
体
へ
ら
る
与
に
五
り

し
も
、
是
非
な
き
併
な
り
。
身
に
桁
一
路
な
く
し
℃
家
郷
を
離
れ
、
幾
多
前
議
の
中
に
突
入
し
℃
一
家
主
成
さ
ん
と
す
る
背
辛
，
必
宇
や
川
市
♂
十
日

に
議
せ
ざ
る
も
の
あ
り
し
な
る
べ
し
。
文
政
七
年
九
月
二
十
日
、
市
川
一
一
一
一
亥
塾
の
門
入
、
海
老
原
敬
怠
る
者
、
病
父
を
慰
め
ん
と
℃
山
陽
の

議
を
土
産
民
所
壊
せ
る
際
の
情
去
を
報
じ
℃
「
先
生
至
桜
之
御
機
嫌
に
℃
、
少
し
眼
中
に
渓
を
さ
へ
ふ
く
ま
れ
候
採
に
相
見
巾
候
。
殺
を
大

切
に
存
、
ぜ
ら
れ
候
徳
孝
和
見
中
供
。
一
球
、
先
生
、
筆
怯
み
と
、
世
上
の
俗
人
に
申
さ
れ
候
程
の
入
に
都
度
候
山
に
、
米
叫
詐
取
候
滋
、
右
之

始
末
に
御
感
候
」
と
あ
り
。
笠
、
利
+
ピ
守
る
の
俗
物
と
麟
じ
去
る
ぺ
け
ん
や
む
山
内
怖
は
致
問
護
主
晴
好
す
る
の
録
、
人
の
非
難
あ
り

o
m能
村

竹

mい
ふ
、
子
成
情
一
一
好
議
開
繋
ぺ
多
方
購
求
。
較
レ
山
口
不
レ
真
向
。
甚
一
一
於
害
容
↓
と
。
蓄
倉
よ
り
甚
し
と
あ
る
は
，
入
の
非
難
の
設
す
る
所
以
な

り
。
本
職
先
る
接
関
を
等
関
に
附
す
る
に
州
似
た
る
の
み
友
ら
守
、
か
く
し
℃
他
人
に
借
り
℃
議
議
す
る
が
如
き
は
、
第
一
迷
惑
を
懸
く
る
上

一一一 13一一一



に
、
共
感
精
な
る
能
は
や
y

と
清
ら
る
L
所
以
な
り
。
然
も
警
官
況
を
熔
求
す
る
は
未
だ
可
な
り
。
人
の
珍
般
を
知
れ
ば
、
求
め
℃
止
ま
4
1
0

却

ち
又
日
く
‘
子
成
執
レ
点
け
山
英
一
続
。
己
之
所
レ
欲
。
人
不
レ
山
川
ハ
亦
必
取
一
話
。
と
。
東
遊
同
遊
山
H

巾
に
此
事
あ
り
。
犬
の
大
線
中
務
の
如
き
も
、
愛
般

の
納
物
乞
機
た
し
め
ら
る
。
心
心
え
に
在
り
℃
は
斜
愛
す
る
も
恨
む
所
な
か
る
ペ
し
。
之
乞
前
向
人
に
強
ふ
る
は
不
可
な
り
。
放
に
、
議
容
の
如

き
に
五
り
℃
は
、
ハ
多
多
と
し
℃
数
部
の
み
、
千
日
之
乞
別
友
の
い
広
に
桁
り
℃
此
を
訟
み
、
読
み
暴
れ
ば
即
ち
一
巡
す
と
い
ふ
は
川
信
あ
る
叙
迷

、
な
る
も
、
族
村
市
長
の
詳
の
如
き
は
之
と
呉
れ
り
。

mM
ち
、
山
陽
は
行
跡
に
於
℃
は
一
向
反
省
の
様
子
な
く
、
世
討
議
器
一
坑
主
食
り
集
め
℃
絞

り
℃
泣
き
ざ
る
に
五
り
、
然
も
日
数
傑
乞
以
℃
自
ら
賠
り
、
忠
本
気
街
中
ピ
川
付
文
r
h

若
し
、
以
℃
自
ら
縁
飾
す
と
い
ひ
、
一
小
川
子
の
所
郡
山
牙
誌
の
類

な
り
と
桜
言
す
。
金
井
内
い
ω
洲
の
如
く
、
志
を
時
に
符
や
y

，
慌
を
訟
に
消
一
す
と
な
す
者
も
あ
れ
ど
、
概
し
℃
常
時
の
保
守
的
一
般
人
士
去
る
所

は
、
文
人
山
陽
を
訟
む
る
も
、
士
対
子
ム
し
℃
山
路
吾
容
す
事
な
き
に
似
た
り
日
夫
の
猪
飼
敬
所
の
如
き
も
、
少
年
如
水
行
、
父
の
家
主
総
ぐ

二
と
能
は
守
、
こ
れ
乞
以
℃
世
の
正
人
に
持
/
葉
せ
ら
る
と
い
び
、
兆
円
人
に
し
℃
山
陽
と
諮
問
き
、
競
泳
山
川
安
も
、
山
陽
今
関
瓦
年
も
点
世
、

先
生
と
親
交
せ
ば
、
京
子
風
之
人
と
な
る
べ
き
に
惜
し
と
い
び
、
敬
所
も
同
校
の
観
察
を
な
せ
る
も
の
の
如
く
‘
余
於
レ
人
有
二
一
一
的
刊
批
年

一
不
レ
知
一
一
履
府
之
早
織
刊
故
不
一
一
役
レ
之
率
サ
老
年
不
レ
知
一
一
山
間
同
之
奇
才
↓
故

A

小
川
一
山
川
(
レ
之
友
叩
刻
一
…
此
二
子
叩
山
一
品
易
レ
得
乎
口
と
裕
せ
り
。
然
も
雑

党
、
才
子
は
対
子
に
同
じ
か
ら
十
白
山
肌
仰
を
才
子
と
狩
る
は

3

之
主
文
土
滅
す
る
に
外
な
ら
や
。
務
者
す
ら
米
だ
し
。
況
や
徳
行
な
や
?
鐙

井
昭
防
の
所
九
州
に
、
人
物
は
奇
才
子
虫
、
胞
や
術
は
川
県
何
也
，
文
章
は
才
機
尖
尖
如
虎
放
於
涼
と
い
び
、
忠
孝
接
行
主
以
℃
資
む
る
は
一
ナ
成
主

交
む
る
所
以
に
非
や
7

と
な
す
が
如
き
も
、
市
伊
徳
行
は
砕
ら
く
泣
き
才

J

ナ
ピ
以
℃
似
る
に
似
た
り
。
山
防
自
ら
日
く
、
ヤ
ル
H

刻
作
小
川
~
止
す
。
以
待
感

者
之
事
螺
突
。
然
非
一
一
徳
行
刊
紙
…
一
一
)
以
進
一
致
M
H
之
道
…
尖
と
。
即
ち
彼
p

げ
ら
徳
行
を
以
℃
舟
ら
守
、
務
者
b
L

以
℃
遇
す
る
に
似
た
る
も
、
同
よ

A

F

F

i

-

-

A

 

り
自
謙
の
一
品
川
に
し
て
徳
一
行
を
抑
一
恕
と
せ
る
は
す
外
に
合
ま
る
。
山
陽
の
知
己
に
点
り
℃
は
、
世
評
の
如
く
二
イ
子
と
し
℃
汗
泌
す
る
事
な

し
。
小
竹
の
南
北
正
統
帥
州
に
日
く
、
的
呼
子
成
一
千
日
以
ご
人
倫
秋
巡
一

-H任
。
持
レ
死
不
レ
ム
故
知
レ
此
。
非
二
代
伶
人
一
決
。
沢
総
以
一
決
勝
一
'
文

章
一
裕
レ
之
。
非
ゐ
川
二
千
成
一
者
上
告
。
と
。
竹
川
の
如
き
も
、
秋
、
子
成
主
れ
し
℃
似
倣
川
県
政
と
す
、
然
ら
4
7
‘
と
な
す
。
然
れ
ど
も
栄
治
は

之
に
反
せ
り
。
点
〈
の
淡
窓
の
如
き
ず
ら
、
余
眼
中
の
し
る
所
、
此
人
よ
り
才
あ
る
は
な
し
ち
允
ハ
人
と
な
り
，
的
倣
に
し
℃
約
な
く
、
川
人
利
を
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食
る
、
是
主
以
℃
主
る
所
.
人
に
認
ま
れ
、
詑
々
に
北
九
地
主
一
途
与
っ
た
れ
た
り
壱
情
い
か
な
、
と
℃
，
牡
の
義
試
以
上
巳
出
づ
る
一
計
な
し

9

か
L
れ
ば
流
石
の
山
陽
も
、
一
同
遊
中
の
誹
訟
に
つ
き
も
茶
山
へ
一
仰
心
問
主
治
一
り
℃
‘
立
制
巳
℃
は
予
小
作
一
b
L
色
々
不
詳
仕
侠
も
の
有
之
よ
し
、

京
へ
は
い
仰
ら
ね
つ
も
り
な
ど
中
総
し
候
も
の
山
刊
し
之
と
‘
留
守
一
よ
り
中
越
候
、
英
知
先
生
友
松
被
仰
侠
な
ど
、
中
間
侠
も
の
も
有
之
な
ど
承
一

校
、
如
何
な
れ
ば
小
生
は
京
品
川
件
$
狩
一
政
誹
訪
一
候
事
に
や
と
奉
レ
存
絵
、
と
訴
ふ
る
に
五
る
。
バ
ル
等
は
、
山
陽
の
文
名
高
き
一
卒
、
北
ハ
ハ
以
大
の

以
内
な
ら
ん
も
、
泊
中
傷
者
の
一
米
中
る
機
を
山
内
へ
し
一
一
半
、
山
陽
自
身
一
キ
の
貨
な
し
と
せ
字
。
山
陽
遺
稿
附
載
の
江
本
鰐
水
撰
山
陽
行
欣

に
針
し
、
バ
川
内
の
森
川
邸
嫌
が
反
駁
匙
試
み
し
が
如
き
、
例
せ
ば
予
感
州
川
広
於
℃
は
、
経
世
主
主
と
し
℃
宋
儒
の
訟
を
信
奉
せ
十
、
洛
関
乞

主
と
す
る
も
甚
だ
し
く
設
守
せ
ざ
る
あ
り
、
年
少
む
し
℃
ぃ
早
川
や
不
様
、
和
主
長
じ
℃
消
撲
に
山
内
入
し
、
批
年
名
殺
を
‘
以
℃
任
守
、
不
孝
不

・
郎
、
君
子
の
風
な
く
、
日
刊
行
背
民
、
山
庁
内
慌
の
類
と
誹
ら
る
L
一
例
以
な
り
。
山
陽
の
形
式
打
破
は
、
年
少
よ
り
晩
年
に
通
じ
℃
一
文
せ
る
精
神

に
℃
又
事
笈
た
り
。
彼
、
一
一
一
年
父
の
心
授
に
服
す
と
蛾
も
、
忌
明
の
締
法
法
し
を
作
ち
楽
し
む
一
巾
引
を
公
.
V

パ
し
℃
附
ら
や
y
o

父
母
を
奉
安
し
℃

は
、
部
撲
に
慰
安
す
と
い
ふ
も
、
政
℃
奇
ハ
止
し
諌
む
べ
き
も
の
巳
非
宇
。
知
此
は
何
れ
も
山
陽
の
良
一
向
日
に
し
℃
、
入
山
山
協
の
本
色
を
示

す
も
の
、
社
の
侭
君
子
と
呉
る
所
な
り
。
小
竹
が
蒋
水
遺
術
後
序
に
迷
ぷ
る
所
，
大
訟
に
日
く
、
人
或
は
子
成
計
℃
先
生
の
信
肢
を
裂
は

・
子
、
客
土
に
決
法
ず
る
を
明
り
、

H
M
先
生
忠
孝
の
話
、
訓
導
の
功
、
関
人
広
行
は
れ
℃
子
に
行
は
れ
や
、
間
一
北
ハ
文
京
一
す
た
り
と
、
付
記
子
成
の

究
に
し
℃
先
生
に
波
及
す
る
も
の
な
り
、
と
℃
、
春
水
の
教
育
僚
級
玄
も
恕
ひ
、
子
成
右
中
傷
せ
ん
と
せ
る
巷
説
よ
り
論
じ
、
子
成
父
の
獄

中
区
裂
が
や
と
隊
、
父
の
業
と
す
る
所
に
去
り
℃
は
、
サ
ボ
織
し
℃
突
を
済
す
率
、
天
下
知
ら
ざ
る
な
し
と
云
び
、
方
し
出
一
虎
父
に
掛
川
(
る
を
以
℃

純
ち
ω
訴
し
℃
作
倫
に
M

仰
せ
し
め
ば
、
問
問
ち
長
逸
民
に
君
子
無
し
と
し
℃
可
な
る
か
と
反
問
し
、
或
は
ね
す
る
に
不
砕
を
以
℃
し
℃
、
先
生
の

文
行
主
併
せ
茶
ぜ
ん
と
欲
す
る
は
、
小
入
、
人
の
美
を
成
さ
ざ
る
の
総
の
却
さ
の
み

Q

篠
と
抑
制
と
は
父
子
共
に
道
交
あ
り
。
世
の
行
放
の

λ

の
す
と
は
自
ら
別
あ
り

9

5

父
死
し
℃
は
心
…
校
三
年
、
母
を
迎
、
ぇ
℃
は
、
有
亡
を
間
は
や
、
隠
居
不
仕
、
総
際
不
感
、
先
生
の
遺
訓
卓
然
殻
省

り
、
詩
文
大
字
忠
孝
愉
潔
じ
係
は
り
、
中
一
誠
の
外
に
後
一
す
る
も
り
、
子
成
の
日
開
問
笛
自
る
所
有
り
、
じ
ん
芥
や
と
。
千
心
に
し
℃
認
か
ば
，

敢
℃
夫
裁
一
逮
き
一
惑
な
か
る
べ
し
ロ
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北
協
議
続
応
対
す
る
位
諮
り
娘
々
相
主
一
部
似
せ
ん
と
す

9

部
ち
も
茶
怒
察
、
詩
文
珍
修
一
真
。
禁
法
関
L
、
先
づ
経
壌
に
就
き
℃
見
る
に
、

門
人
材
線
路
城
い
ム
、
先
生
入
に
致
ム
る
応
、
節
義
乞
以
℃
先
と
得

L
、
進
攻
た
る
小
勝
と
雑
も
、
敢
℃
忽
応
せ
品
?
と
。
山
陽
の
経
紘
一
一
研
究

態
皮
は
、
大
怠
…
湖
沼
主
義
に
夜
り
。
然
的
ド

εも
節
義
の
係
は
る
所
玄
忽
諸
に
せ
ざ
る
は
、
間
半
な
る
殺
大
に
非
ざ
る
な
り
。
然
る
に
、
吉
村
扶

隊
、
山
陽
の
一
油
大
意
的
治
経
り
訟
を
以
℃
，
彼
殺
衰
の
性
珍
綿
心
読
経
広
樹
へ
ざ
る
が
得
友
り
と
し
，
克
子
、
老
成
の
話
主
一
お
す
の
み
と

し
、
一
向
し
℃
、
文
京
に
於
て
は
も
晩
年
文
人
主
一
以
℃
蕗
ら
や
7

、
経
撃
者
振
り
し
民
地
(
り
、
修
身
得
力
の
衣
る
所
、

り
と
し
、
綿
よ

此
も
お
山
践
を
文
入
滅
す
る
較
ト
憾
の
念
に
山
仰
せ
し
も
の
の
如
き
も
、
波
が
語
録
む

り
大
に
遂
段
納
終
し
℃
丈
主
総
る
可
き
b
h
い
ふ
と
な
す
。

議
ぷ
る
治
総
の
訟
の
如
き
、
全
く
山
間
紛
の
口
吻
芯
ハ
伎
な
る
は
却
つ
℃
一
一
脊
な
り
。
或
は
彼
に
し
℃
始
め
℃
老
結
老
成
の

ふ
も
の
な
ら
ん
か
。

皆
川
洪
閣
は
坊
ハ
ナ
詳
鮮
に
於
℃
匂
に
山
践
を
攻
撃
し
℃
当
後
一
世
は
徐
殺
す
ぐ
れ
た
る
人
も
、

な
す
べ
き
仕
か
た
と
忍
引
け
，

す
と
い

に
ま
一
海
止
、
ふ
へ
怠

A

〉
一
/
J
'
j

Z
M関
す
れ
ば
足
れ
り
と
一
五
議
な
と
主
も
一
百
出
す
二
と
r
h

なれツ、

そ
れ
右
一

そ
れ
よ
ち
純
一
心
げ
作
者
説
む
を

ば
、
明
り
℃
‘
文
字
平
外
の
儲
な
と
Jf

け
な
し
℃
、

此
は
み
一
慌
の
わ
け
に
味

惑
な
る
仕
業
の

こ
と
も
丸
山
保
た
る
ニ
と
に
主
一
れ
り
、

く
、
良
己
が
わ
ざ
の
所
設
左
様
の
吟
味
に
き
と
ど
き
難
き
故
に
、
強
℃
右
の
如
く
に
校
げ
℃
読
取
り
℃
、

勝
手
応
白
川
似
し
℃

¥
る
間
関
も
つ

'
'
角
，

2
4
3
3
1
1ノ
〆

tw

設
な
り
と
忠
ム
ペ
し

i
ー
さ
れ
ば
大
殺
に
泊
守
る
ニ
と
か
私
選
と
し
℃
、
文
字
本
匂
主
事
と
せ
帽
子
と
一
五
へ
る
は
，
何
も
の
が

る
に
も
せ

よ
、
身
勝
手
に
ま
か
せ
た
る
仕
方
巳
℃
，

℃
、
そ
れ
主
己

細
か
げ
h
M山
は
ざ
る
の
識
な
り
と

m
A一
ム
ペ
き
乙
と
な
り
，

へ
る
物
事
b
L
識
り

さ
れ
ば
読
者
は

心
の
日
算
一
に
訟
は
し
℃
知
る
こ
と
な
り
と
心
得
る
ニ
と
、
甚
し
き
び
が
事
な
り
と
総
論
せ
り
。

に
立
ち
℃
、
山

坊
主
ば
小
主
義
的
に
併
し
℃
非
難
せ
る
も
の
と
い
ふ
ペ
し
。
川
沢
一
し
℃
向
践
の
訟
は
、
間
半
な
る
キ
一
説
主
義
に
閉
山
す
る
も
の
な
り
や
。

佐
久
間
銀

山
、
山
陽
の
祭
、
秋
川
広
官
る
を
投
稿
し
℃
日
く
、

仏

F
K、
持
事
走
資
、

U
L
《
沼
吉
止
と
せ
い
ほ
、
日

ι
リつ
1
j
f手
十
i
お目別・
1

1

J
ザ

j
t夕、
2
4
1
え
一
ゴ
寸
先
一
女
ふ

と
9

己
げ
な
持
協
や
b
L
修
め
た
る
象
山
rv
取
り
℃
は
、
気
ハ
ア
の
小
喧
第
一
ぷ
所
な
き
も
，
山
陽
棋
の
態
度
に
敬

服
す
る
所
あ
り
し
な
り
。
山
陽
の
総
務
は
、
所
一
お
の
経
鴎
明
者
と
旧
共
却
炉

9
0
此
広
一
絞
換
な
し
と
は
見
る
は
、
従
来
の
見
広
執
は
れ
れ
し
社
内
の
み
。

}
法
制
問
脳
，

一
{
世
桜
之
一
油
弊
{
久
山
火
、

ぱ
叫
ん
i
h
x
a
メ
3

、
ム
u
v
U
叫
也
、
り
し
広
三
3
h
u
M
3

1

手ムード
E
4
1
ヂ
京
会

-n若
手
品

-M
叫
仰
が
件
付
文
の
奇
才
た
る
域
、
内
丸
一
計
存
ず
る
所
、
天
下
の
殆
芝
公
九
似
た
り
。
官
茶
山
判
の
遊
惑
詰
弘
、
英
才
付
添
九
歳
小
児
の
時
rw
己
に
秀
致
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せ
る
を
い
弘
、
炭
溺
淡
窓
、
懐
信
棲
筆
記
巳
も
、
徳
太
郎
，
共
才
力
又
遼
ク
父
ノ
上
ニ
山
内

J

ア
タ
リ
と
見
ゆ
。

炭
瀬
旭
貯
は
，
山
陽
の
斤
を
一
汁

し
℃
、
持
と
し
℃
依
黙
に
泌
ち
，

人
な
い
ま
中
と
の
な
わ
弘
法
ぷ
。

竹
川
、
寸
成
の
詩
は
慨
を
円
以
ハ
へ
た
り
と
却
も
特

会
側
山
村
の
小
竹
版
文
に
、

に
ふ
へ
な
川
ゐ
る
に
巧
み
・

ψ

ぽ
り
と
え
び
、

子
走
、

以
℃
知
ー
と
な
せ
り
と
い
ふ
。

γ
比
例
附
子
況
が
、

同
氏
之
友
、
拡
駒
山
本
に
稲
山
防
の

背
同
代
詩
家
米
仰
の
所
に
微
山
内
す
と
い
へ
る
な
詳
し
、
未
だ
浅
く
ブ
も
徹
応
せ
守
、

博
き
山
胸
、
諸
家
を
wmr
倒
せ
る
の
み
と
な
せ
る
は
、

はけの、

共
川
品
川
内
米
レ
工
、

ザ
九
十

ν
亡
し
に
が
k

l

r

三
、
い

ームー
l
i
r
ご
…
ご
い
が
い
1
ζ
'
u
u
J
d
v

而
晴
好
之
深
、
染
泌
之
久
、

n
H
Y
-
G
4
k
r・-ヨラ心二守、

カ
レ
7
1
M
J
U下
旬
V

宅

風
趣
沌
一
土
、
・
日
有
レ
見
L

説
、
符
者
交
活
一
一
、
、

も
の
と
路
主
一
符
合
す
と
い
ム
べ
き
か
。

山
防
の
汗
文
は
、

堂
、
鈴
木
光
風
所
紛
の
山
間
同
文
録
広
樹
し
℃
、

世
の
以
て
夫
と
な
す
所
が
笈
に
得
意
の
存
ず
る
所
た
る
な
り
。

山
陽
純
子
、
脊
て
文
一
汁
を
一
綴
佐
藤
翁
に
乞
ム
、
数
政
る
改
訳
す
る
所
あ
り
、
山
川
同
未
だ
背

ロ
リ
ア
コ
、
弘
γ・2

いいル
y、

H
L
J
J
s
d

が
i
h
h
Z
必タ

℃
悉
く
そ
の
訟
に
従
は
や
し
℃
い
ふ
、
翁
の
市
小
は
約
加
の
如
く
、
我
府
文
は
Mm
布
の
如
し
、
制
約
は
長
き
は
別
ち
資
き
も
、

以
℃
綿
布
を
補

綴
す
べ
か
ら
や
と
、
比
ハ
の
平
然
と
し
℃
一
家
主
な
せ
し
も
の
、

此
に
在
り
、
ハ
子
付
の
精
純
に
就
℃
そ
の
巧
拙
を
論
や
る
が
ご
と
き
は
、

く
ん
ぞ
以
℃
山
陽
主
知
る
に
見
ら
ん
や
と
い
ふ
が
如
き
、
北
バ
殺
な
り
。

一
一
一
宅
椛
高
所
蒋
の
山
陽
詩
紗
集
解
序
に
、
持
の
如
交
え
"
に

}、f.
、七γ
均、、品、

パ
パ
，
釘
H
H
r
M
炉
、
J

去
り
て
は
別
ち
欧
徐
の
み
‘
一
雨
も
一
附
録
亦
張
関
の
徐
般
に
出
で
、
市
し
℃
一
に
心
血
の
一
托
ぐ
所
、
な
り
と
な
す
も
の
は
、
山
陽
の
子
生
の

取
れ
る
も
の
と
い
ム
ペ
く
、
山
防
れ
ら
将
文
絵
技
な
る
も
彼
巳
と
り
℃
は
一
般
の
文
人
と
削
減
一
一
あ
り
と
稿
す
る
も
の
此
に
花
り
白

同
，
a

h

、A
1

日
H
Y
-
-
1
J

・

r
/宮
崎

重
刻
治
議
の
序
に
、

及
ぶ
べ
か
ら
守
、
先
生
の
詩
は
及
ぶ
ぺ
し
、
先
生
の
識

抑
も
亡
友
野
木
町
内
心
作
、

先
生
主
治
い
レ
℃
一
流
へ
り
、

い
υ
才
い
う
え

'i

J
j
/で

5
よ↑

は
及
ぶ
ぺ
か
ら
ざ
る
な
り
と
、

ム
所
に
し
て
亦
品
川
く
先
生
生
知
れ
り
と
な
す
と
い
ふ
も
の
、
同
よ
り
山
協
の
文
章

廷
し
こ
の
読
を
読
み
℃

論
を
逆
す
せ
る
に
似
℃
新
設
に
非
ざ
る
も
、
亦
能
く
山
陽
の
詩
文
の
性
格
を
道
川
似
せ
る
も
の
な
り
。

都
内
広
一
、
斡
蘇
詩
紗
の
序
に
、
山
陽
の
什

カ
ハ
察
の
如
く
寸
才
識
点
数
に
似
た
る
が
、

そ
の
限
光
の
犬
、

二
公
に
慕
ム

綾
子
生
二
公
に
心
昨
し
、

詳
…
討
に
於
℃
も
亦
然
り
と
い
び
、

所
、
持
詞
の
み
に
非
ざ
る
を
誠
一
ぷ
。

故
に
、
山
陽
の
詩
文
は
、
特
に
北
ハ
経
謬
史
壌
と
結
接
な
る
関
係
に
於
℃
'
見
る
べ
き
も
の
じ
し
℃
、
単
に

文
人
の
詞
誌
を
以
℃
見
る
は
、
断
じ
℃
山
陽
の
本
立
に
非
ざ
る
を
知
る
べ
し
。

修
史
の
業
訟
に
つ
き
「
℃
の
世
評
は
む
遺
骨
ヤ
る
所
な
れ
ば
、

議
本
竹
下
、
山
陽
の
一
一
一
辺
刊
に
接
し
、

市
窓
を
去
し
℃

叉
東
に
議
ぷ
る
一
要
注
し
む

叉
竹

い守つ
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に
見
ゆ
る
如
く
、
親
切
ご
か
し
の
滞
情
を
い
ム
者
も
な
き
に
非
み
7
Q

然
れ
ど
も
，
梨
影
述
懐
巳
、
十
九
年
の
間
巳
候
へ
と
も
、
あ
の

く
ら
い
な
人
φ

記
、
沿
つ
と
に
も
ち
、
泣
か
/
¥
で
け
ぬ
事
と
、
有
り
が
た
く
存
候
、
此
上
に
、
子
ど
も
ら
の
所
事
よ
き
入
に
そ
だ
℃
度
、
円
以

の
み
た
の
し
み
存
候

3

と
あ
る
信
念
は
、
柊
に
秘
氏
b
b
M
ゆ
め
ざ
る
母
と
し
て
遺
児
乞
成
育
せ
し
む
る
を
符
た
り
。
芋
段
、
異
母
の
遺
孤
た
り

と
雌
も
、
二
弟
の
岱
に
品
川
く
倒
り
、
父
の
各
一
b
b

立
℃
ん
と
す
。

γ
け
峰
へ
の
書
法
に
、
抜
、
此
皮
の
凶
袋
、
不
コ
務
一
ん

J
b

仇私
m
尺
寸
岱
コ
天
下
寸

可
コ
潟
県
日
仏
快
事
巳
御
座
候
、
何
卒
此
山
叫
に
℃
光
一
人
の
山
内
ヤ
派
結
治
不
ト
仕
、
出
ん
パ
設
内
海
岸
川
様
、
御
十
均
一
に
か
筑
波
一
大
激
昂
此
場
合
に
御
応
候
事

と
被
存
伎
と
、
万
一
に
紘
一
一
日
後
ー
す
る
心
的
見
る
べ
し
。
一
六
保
問
年
も
末
路
姉
落
、
佐
藤
水
竹
治
序
に
、
崎
門
の
外
い
ふ
に
足
る
な
し
と
江
戸
の
感

非
主
詳
し
去
る
事
見
ゆ
。
一
六
保
十
二
年
刊
一
一
一
樹
平
く
も
十
七
歳
た
り
珍
在
江
九
年
一
一
…
十
六
歳
の
総
陰
が
防
省
の
没
次
来
訪
せ
る
を
迎
一
へ
℃
詩

あ
り
、
持
捺
即
発
先
諮
問
得
、
大
業
不
ー
レ
成
奈
4

一
此
約
一
と
。
叉
志
を
見
る
に
は
応
る
。
一
一
一
樹
が
後
年
、
松
陰
へ
溶
れ
る
者
能
に
ち
一
場
関
安
沢
の
良

心
、
り
ま
ん
と
欲
す
る
も
能
は
や
、
五
内
之
が
得
一
に
裂
政
全
ん
と
す
と
，
志
士
の
熱
情
の
滋
る
L

も
の
あ
り
。
民
一
ん
安
政
五
年
四
月
二
十
五
日

広
し
℃
、
此
日
以
〈
ぷ
巌
へ
帯
主
治
り
、
近
衛
忠
照
を
説
得
し
、
が
、
夷
紛
糾
勅
を
水
戸
へ
降
す
件
を
承
知
せ
し
め
た
る
越
を
報
や
。
同
年
七
月
十

日
に
は
、
ぷ
般
の
宅
に
℃
同
部
南
加
と
ん
い
川
見
あ
り
。
九
月
絡
に
安
政
大
獄
に
ゆ
一
し
℃
江
戸
へ
怒
ら
る
。
北
ハ
死
刑
後
、
糠
谷
公
陰
、
相
川
葬
に
つ

き
考
慮
し
つ
L

あ
り
し
慮
、
巴
に
大
橋
縮
減
均
一
葬
せ
る
事
，
允
ハ
天
下
の
嫌
疑
を
船
内
ら
ざ
る
行
怨
、
人
の
教
稀
す
る
所
取
り
。
元
治
元
年
五

月、
f
J

じ
利
敬
一
線
、
之
丞
世
間
脊
に
改
葬
、
現
に
古
川
松
陰
等
と
永
久
に
京
都
の
尚
南
に
限
る
。
，
間
十
月
、
幕
士
松
潟
市
内
、
共
際
遺
骨
一
片
を
符

℃
持
家
に
祭
り
し
が
、
小
坂
建
碑
の
事
あ
る
に
蛍
り
、
遺
骨
を
療
め
、
立
ハ
縁
'
出
品
ピ
刻
せ
り
。
中
に
於
℃
、
約
呼
三
樹
雄
レ
死
、
恭
一
弘
ハ
精
忠
一
幼

轟
暗
V

節
寸
期
興
一
一
天
壌
{
不
日
一
沢
減
一
突

!
i
本
…
肘
小
限
松
岡
認
識
と
い
ふ
あ
り
。
幕
尽
に
此
事
あ
る
、
時
勢
と
は
い
は
ん
も
、
何
等
の
欣
ぞ
。
走
よ
り

先
、
寓
延
一
五
年
二
月
、
ぇ
江
木
鰐
…
水
は
、
者
門
人
に
し
℃
大
橋
尚
引
い
に
在
り
し
呉
川
浩
裁
と
間
選
、
東
山
山
陽
の
京
一
に
誇
り
、
心
事
を
芸
能
に
℃

演
越
す
る
所
あ
り
。
不
受
落
涙
す
と
い
ふ
も
の
宜
な
り
。
山
陽
夙
に
一
一
一
樹
を
奇
と
せ
し
が
、
今
日
来
し
℃
此
に
至
る
。
安
政
二
年
九
月
十
七

日
、
梨
影
残
し
℃
此
日
に
舎
は
や
。
生
前
己
に
賞
賜
b
L
受
け
℃
貞
節
を
掠
去
さ
る
。
山
陽
、
三
樹
、
下
一
政
の
昭
代
に
五
り
、
遺
婚
し
き
り
r
内

野
p
，
祭
柴
又
加
へ
ち
る
。
文
峰
ー
は
述
を
散
め
擦
麗
し
℃
身
を
終
る
に
至
る
と
探
も
、
山
陽
の
家
惑
を
守
り
て
失
墜
す
る
事
、
な
し
。
出
競
笠
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庭
訴
な
か
ら
ん
や
母

山
陽
を
私
淑
す
る
者
、
悶
よ
争
記
鋒
の
殺
す
ぺ
き
無
し
と
難
も
，
天
保
三
年
十
日
μ
二
十
四
詩
も
清
道
党
十
二
年
、
靖
国
銭
格
渓
、
沈
滞
州
杏

が
長
崎
来
泊
中
に
求
め
し
、
山
陽
の
日
本
梁
府
v
b
L
殺
ら
れ
、

五
律
二
首
一
を
作
b
，
議
慕
の
録
、
小
限
仲
間
内
に
添
へ

τ京
都
の
頼
袋
入
港
り
、
一
一
一

年
の
後
到
着
せ
り
と
い
ム
。
詩
末
に
寸
間
設
扶
桑
近
、
高
幾
未
レ
可
レ
鱗
と
℃
簸
々
の
意
b
L
記
せ
り
。
一
松
崎
機
愛
目
減
間
前
年
十
一
月
二
十
一
日

の
篠
に
、
却
問
機
谷
生
来
と
い
ひ

l

次
で
抑
制
子
成
五
十
一
一
一
死
と
認
せ
り
。

℃
時
b
b
移
せ
る
や
疑
な
し

9

前
撃
に
し
℃
心
主
山
陽
が
僑
に
動
か
さ
れ
し
者
，

叉
山
判
断
咳
血
歌
の
作
あ
一
り
し
事
b
b

も
記
す
所
，
ん
打
陰
と
山
践
を
一
品
川
り

一
人
じ
止
ま
ら
ざ
り
し
な
る
ぺ
し
。

関
本
花
亭
の
如
き

八
十
翁
に
し
℃
、
総
子
成
主
的
W

む
と
℃
、
欽
レ
有
日
一
一
m
m
一
レ
名
稀
コ
死
後
寸
恨
レ
無
一
一
議
レ
謡
及
一
一
生
前
一
と
い
ひ
、

市門一民日庁弘夜、

毛
主
γ

物
産

山
陽
の
尽
を
け
仰
せ
る

梅
間
開
の
水
一
灼
帖
に
題
し
、

羽
〈
追
憶
お
茶
の
情
を
迷
一
y
b
l

夫
の
稚
新
の
大
学
一
に
参
ぜ
る
山
内
容
内
打
点
の
如
き
も
、
山
陽
の
苓
惑
を
愛
読
せ
り
と
い

仏
、
夫
伊
滋
公
等
が
、
日
本
政
記
一
に
よ
り
℃
志
b
b
義
弘
、
他
日
の
mm
に
供
せ
る
事
、
残
後
の
山
陽
の
影
響
を
知
る
の
例
売
り
。

つ
家
惑
に
於
け
る
矛
盾
と
、
二
、
奉
行
に
於
一
け
る
矛
盾
の
ご
問
題
の
解
決
に
あ
り
白
市
し
℃
前
者
に
就
き
℃
は

さ
℃
本
論
の
限
目
は
、

放
に
以
下
山
陽
一
に
数
見
せ
ら
れ
し
奉
行
の
矛
腐
を
給
協
せ
ん
と
欲
す
。

日
に
略
殺
せ
り
。

大
藤
疾
呼
す
る
山
陽
が
、
年
少
よ
り
な
せ
る
行
跡
は
索
く
反
慨
し
て
共
主
張
主
案
審
す
る
も
の
な
し
と
す
る
問
題
の
考
察
に
邸
す
。

抑
k
山
陽
の
修
芯
に
専
心
す
る
に
一
小
川
り
し
事
笠
に
つ
き
ず
同
法
上
越
の
如
し
。

之
を
一

に
せ
ば
、
修
史
に
於
℃
忠
孝
の
大
義
b
b

相
，
此
に
山
陽
が
何
故
、
夜
討
等
ー
を
好
み
、
経
術
の
論
に
も

相
川
抗
力
を

umぎ
つ
L
、
一
史
に
進
ん
で
伎
の
所
一
部
思
慕
す
る
所
の
都
世
の
笈
際
行
数
万
耐
に
向
は
ぎ
り
し
か
は
、
取
に
都
謀
、
作
不
得
意
の
み

に
よ
り
て
決
ぜ
ら
る
可
き
に
非
ざ
る
ベ
し
。

議
ち
山
陽
の
家
惑
を
探
究
す
る
時
、
彼
が
笈
際
一
に
北
〈
主
践
を
資
現
せ
ざ
る
を
符
電
子
、
経
一
世
家
と

-
な
る
ぺ
き
必
然
の
後
炭
b
b
議
恕
せ
し
め
ら
る
れ
ば
な
り
。
然
る
に
敢
℃
此
に
京
一
ら
や
し
℃
、
東
に
修
史
に
の
み
二
況
を
託
す
に
一
品
川
ふ
り
し
は
何

想
、
み
に
，
絞
殺
の
率
先
る
、
山
陽
の
主
張
一
を
以
℃
し
℃
は
、
常
時
の
対
建
治
下
に
於
一
ず
ァ
賀
行
し
得
る
も
の
一
も
な
き
が
如
し
。
殺

が一十一政
b
L

我
問
問
の
本
州
仰
と
し
て
接
持
し
仰
山
積
し
つ
a
う
あ
る
以
上
、
間
引
歌
を
被
壊
す
る
か
専
門
泌
を
捺
ゐ
℃
王
廷
を
秤
ぜ
し
む
る
に
非
ざ
れ
ば
、

が
故
ぞ
。

彼
の
山
内
寸
℃
仕
ふ
る
期
以
論
は
後
見
し
符
ざ
る
、
な
り
。

放
に
殺
は
人
材
叩
(
り
一
時
を
叫
が
、
一
一
一
持
諸
行
を
め
ね
嘉
す
る
二
ぺ
大
一
江
一
積
一
五
が
絞
世
の
才
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の
趨
府
を
訣
れ
る
を
惜
み
℃
止
ま
や
。
叉
白
石
、
鴻
巣
を
敬
し
つ
L
、
之
rw
倣
ム
主
理
想
と
せ
ざ
る
な
り
。
濯
、
白
石
等
の
如
き
も
亦
小
版

元
の
み
。
民
に
日
本
を
地
解
せ
る
終
世
家
に
℃
は
非
ざ
る
な
り
。
然
も
山
陽
に
布
り
て
は
、
封
迷
政
壊
も
、
一
ト
一
政
維
新
も
、
什
パ
に
共
地
位
に

非
令
、
共
待
機
に
も
非
ざ
る
を
知
れ
り
s

法
行
の
岡
山
を
慕
び
、
港
き
て
悦
人
の
装
b
L
砕
き
向
付
売
を
促
さ
ん
に
は
如
か
宇
白
ル
似
が
修
史
F

の
意

義
、
一
汁
人
の
観
る
所
、
笠
に
此
に
存
、
ず
。
般
げ
山
中
将
秋
の
策
訟
を
以
℃
せ
ば
、
山
陽
は
授
に
対
悲
を
打
破
し
一
小
説
総
新
年
笠
行
に
移
せ
る
者
と

い
ふ
ぺ
し
。
彼
が
一
一
一
十
徐
年
間
に
内
総
せ
る
精
神
，
修
史
詩
文
に
よ
り
℃
一
太
下
の
ヰ
日
と
な
り
、
終
に
幾
多
の
炭
一
五
b
L
出
し
て
然
も
允
ハ
才
を

府
ふ
る
所
を
誤
ら
ざ
ら
し
め
し
も
の
が
今
日
あ
る
所
以
な
る
を
忠
へ
ば
、
か
く
い
ム
も
敢
℃
池
一
ザ
刊
に
非
ざ
る
ぺ
し
。
廷
に
於
て
、
練
っ
て
彼

の
行
跡
b
b
見
る
に
、
北
パ
金
生
保
に
於
℃
卒
一
く
過
失
な
し
と
は
一
五
ム
ペ
か
ら
や
。
伎
が
行
父
の
開
設
絞
れ
て
渋
々
せ
る
一
事
の
如
き
は
、
保
守

主
義
者
よ
り
し
て
、
二
一
円
の
問
解
b
b
容
る
る
の
絵
地
b
L
興
へ
ら
れ
ざ
る
も
の
な
り
。
犬
の
履
軒
一
援
の
的
経
た
る
態
度
即
ち
河
川
な
り
。
而
し

℃
叉
人
の
才
を
成
さ
し
め
ざ
ら
ん
と
す
る
小
人
の
符
て
一
裂
や
る
機
と
な
り
、
怒
川
川
さ
る
L

方
市
よ
り
し
℃
は
、
蚊
虻
の
去
来
す
る
が
如
く
始

末
に
悶
る
も
の
あ
り
。
か
L

る
中
に
あ
り
℃
、
篠
崎
共
他
の
一
銭
、
能
く
一
止
を
後
き
勇
を
鼓
す
る
に
よ
り
℃
、
山
陽
は
辛
う
じ
て
会
き
を
符

た
る
な
り
。
此
の
如
く
山
陽
の
障
碍
と
な
れ
る
問
題
の
根
本
原
悶
は
如
何
。
恕
ム
に
山
陽
は
、
思
想
的
に
は
封
建
の
非
を
叫
ぴ
つ
L

、
現
笈

的
に
は
家
聞
け
に
，
J
v
議
も
制
球
主
及
ば
さ
H
L

ら
ん
と
し
，
藩
閣
に
封
す
る
忠
誠
の
念
に
於
て
も
ち
偏
へ
に
絞
く
る
所
友
か
ら
ん
と
せ
し
が
如
き

は
、
共
意
識
す
る
と
無
意
識
な
る
と
に
腐
ら
守
、
一
大
矛
盾
の
事
賞
、
な
り
。
此
に
小
人
の
利
用
す
る
際
の
存
す
る
所
以
に
し
℃
、
彼
が
此
矛

粛
に
徹
底
せ
守
、
二
章
一
の
態
度
を
持
す
る
限
り
、
殺
に
釣
す
る
非
難
は
格
に
解
稗
し
符
ざ
る
な
り
。
問
一
止
に
於
て
北
ハ
所
前
忠
孝
の
概
念
に
つ
き

℃
吟
味
せ
ざ
る
べ
か
ら
宇
。
山
陽
に
於
℃
は
は
問
概
観
上
に
立
ち
℃
泉
京
中
心
の
第
一
義
的
忠
孝
b
L
理
論
的
に
高
調
す
る
一
方
、
落
伎
と
の
主

従
関
係
主
共
布
せ
し
め
℃
悔
し
ま
ざ
る
所
に
第
二
義
的
忠
孝
を
も
満
足
せ
し
め
ん
と
す
る
矛
清
を
犯
し
つ
L

あ
る
も
の
な
り
。
犬
の
後
年
四

十
f

を
過
ぎ
て
、
京
佐
公
許
の
事
あ
る
や
、
夜
の
明
け
免
る
如
き
心
地
せ
り
と
友
す
、
心
理
の
如
き
、
是
m門
主
父
恭
水
に
封
ず
る
来
心
が

M

然
保
件

的
に
簿
統
精
神
b
L
受
け
容
れ
し
も
の
と
な
す
外
、
彼
の
理
論
を
活
か
す
塗
を
褒
見
し
得
、
予
。
彼
は
理
論
と
笠
際
と
に
於
℃
、
か
く
忠
売
を
二

-
-
守
)
一

絞
に
使
。
八
凡
サ
一
を
し
ず
」
降
ら
ま
る
に
似
た
り
。
こ
れ
時
勢
の
致
す
所
か
、
山
陽
一
の
賀
行
力
の
不
廷
に
よ
る
か
、
兎
も
あ
れ
、
問
題
は
、
批
二
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重
悦
b
b
調
和

J

せ
し
め
ん
と
す
る
所
に
存
す
と
い
は
ざ
る
べ
か
ら
や
。
此
矛
震
の
存
す
る
限
、
山
川
械
が
捺
行
主
以
℃
世
の
ロ
を
懇
が
ん
と

努
力
す
る
程
、
伎
を
苦
し
む
る
廷
は

2

け
ら

Mmく
授
ら
る
s
L

結
mA
と
な
ら
ざ
る
主
符
十
，
彼
が
公
然
一
虎
一
士
と
し
て
、
白
山
の
境
地
に
立
ち
℃

白
山
一
に
論
議
す
る
持
，
殺
は
完
全
に
父
蹴
の
の
開
を
い
畑
一
腕
せ
ざ
る
を
符
ざ
る
註
り
。
供
、
李
賢
は
彼
が
斑
論
上
に
の
み
止
ま
ち
た
る
が
放
に
育

現
接
此
矛
活
よ
り
来
る
重
大
な
る
結
果
が
身
に
治
る
事
な
か
り
し
の
み
。
然
れ
ど
も
肉
践
的
主
命
の
安
全
を
除
く
の
外
、
精
神
的
伎
の
致
命

傷
た
る
事
行
不
一
致
の
巧
訟
は
到
底
梯
拭
し
去
る
能
試
宇
。
加
之
、
彼
の
・
自
ら
信
や
る
事
の
尽
き
と
、
貧
し
き
家
熱
一
の
絞
済
事
指
等
は
、
世

間
が
彼
の
性
格
を
誤
解
す
る
上
に
一
段
の
資
料
を
提
供
し
た
る
の
線
あ
り
。

か
く
し
℃
山
陽
は
、
従
前
死
後
非
難
の
猿
を
総
た
れ
や
、
生
に
安
ん
ぜ
守
、
死
に
も
忽
せ
ざ
る
か
の
級
一
あ
り
。
此
矛
活
の
ザ
…
内
は
、
巴
越
の

如
く
家
率
上
の
思
い
村
山
耐
と
事
行
上
の
繁
際
耐
と
二
重
に
彼
に
約
一
り
し
も
、
伎
は
何
れ
に
於
℃
も
Tm

一才
mm
の
伎
、
自
ら
は
之
を
調
和
し
つ
k

あ

り
と
友
し
、
世
の
非
難
を
お
れ
な
き
も
の
と
併
せ
る
に
似
た
り
。
ニ
は
勿
論
川
市
な
る
中
傷
に
於
℃
は
問
よ
り
可
な
り
、
然
れ
ど
も
、
非
難
の

朔
誠
一
叙
上
の
如
く
反
符
の
要
え
し
と
せ
ざ
る
も
の
あ
り
。
然
る
に
や
〈
の
一
一
…
樹
に
於
℃
は
、
此
矛
盾
b
L

止
拐
し
亡
、
経
に
徹
終
身
を
危
険
に
投

ぜ
る
も
の
の
加
し
。
一
一
…
樹
は
、
山
陽
の
湖
北
論
を
絡
に
賀
行
に
移
す
に
五
り
、
矛
照
的
思
惣
及
現
笈
存
点
と
践
仏
、
内
問
は
減
ぴ
℃
敗
れ
た
'
れ

ど
も
、
高
十
け
不
朽
の
精
一
料
的
生
命
九
%
勝
ち
mwた
る
も
の
な
り
白
想
ム
平
山
陽
を
し
℃
涜
し
一
一
一
樹
の
時
代
に
布
ら
し
め
ば
、
波
も
亦
此
に
五
り

て
止
み
し
及
ら
ん
。
事
笈
、
山
防
は
二
十
年
後
の
時
代
今
日
の
如
く
な
ら
ヒ
と
議
言
す
る
所
あ
り
，
偶
主
一
一
一
樹
の
活
動
期
は
、
殺
の
所
前
二

十
年
後
に
常
れ
り
。
故
に
、
山
陽
の
活
動
は
、
一
一
一
樹
に
於
℃
笈
現
せ
ら
れ
，
終
に
殺
の
JY
活
誌
、
第
二
羽
一
向
に
於
℃
克
服
せ
ら
れ
た
る
も
の

左
い
ム
ペ
レ
。
…
掃
し
℃
山
防
一
が
版
元
の
怨
に
約
一
み
し
黙
な
設
円
心
事
た
く
空
口
受
し
て
，
光
ぐ
っ
幕
府
を
率
ゐ
、
同
門
的
日
本
間
再
建
の
怨
一
に
活
動
ぜ

ん
と
す
る
二

mh弘
、
殺
の
門
人
等
の
運
動
方
向
に
於
℃
殻
付
加
す
る
が
如
く
売
ゆ
る
も
、
之
に
比
す
れ
ば
、
一
一
一
紛
の
方
注
は
、
一
才
照
せ
る
減
資

の
機
絡
を
俄
壊
し
℃
、
徹
民
純
想
主
笠
判
例
ぜ
ん
と
す
る
怠
義
b
b
有
ず
る
も
の
な
り
。
か
く
考
へ
来
る
持
、
山
陽
が
一
生
苛
め
ら
れ
℃
終
に
解

決
し
子
ら
ざ
り
し
校
本
問
題
は
、
'
況
の
如
く
門
人
及
遺
児
等
に
よ
り
℃
解
決
の
伐
附
を
後
見
、
せ
ら
れ
し
を
知
る
べ
く
、
小
川
し
℃
之
が
数
多
の

私
淑
者
rv
よ
り
℃
娘
一
水
質
説
せ
ら
れ
し
事
質
主
見
る
時
，
山
陽
が
近
批
史
上
に
於
℃
い
の
む
る
地
牧
も
自
ら
切
な
る
べ
し

Q
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没
後
に
文
人
山
陽
の
意
義
主
総
起
す
る
巳
、
山
陽
日
く
も
詩
文
一
主
感
ぷ
山
一
宇
一
以
内
あ
り
、
日
く
民
と
、
父
問
中
一
政
あ
り
、
円
く
恥
同
県
故
一
政

A

と
。
文
に
一
次
判
例
さ
る
と
叫
と
は
、
い
け
絞
の
事
後
一
の
立
義
主
犯
れ
純
一
せ
る
も
の
に
し
℃
、
本
な
る
か
竹
花
的
夜
、
憾
の
続
時
に
止
ま
る
も
の
に
非
や
。

ニ
れ
文
京
が
終
闘
の
斑
想
中
ど
を
け
免
し
件
一
る
所
以
に
し
℃
、
現
世
r
r
w
即
し
℃
常
治
の
慌
開
作
品
ピ
指
示
し
つ
L
あ
る
所
に
員
賓
の
立
義
存
ず
る
も
の

友
り
。
む
に
尽
な
れ
ば
生
命
あ
り
，
生
命
あ
る
所
に
新
鮮
味
感
、
ぜ
ら
る
。
名
文
と
は
‘
丈
記
一
次
現
せ
ら
れ
た
る
白
河
れ
が
呼
岐
ず
る
所
の
ヤ

儲
的
生
命
に
、
我
生
命
の
鱗
る
t
A

時
に
泊
る
共
鳴
が
治
一
ん
な
感
ぜ
し
む
る
も
の
と
い
ふ
ぺ
し
。
山
川
附
が
、
経
携
に
於
け
る
と
は
校
に
、
文
京
玄

作
り
℃
質
主
要
め
、
笠
な
れ
ば
別
ち
川
に
泌
す
と
い
仏
、
共
用
に
泊
吃
ざ
る
も
の
は
必
や
し
も
作
ら
や
と
係
ぜ
る
立
味
も
右
の
如
く
に
了
解

せ
ら
る
ペ
し
。
涜
、
笠
を
以
℃
在
巳
卑
俗
刊
附
す
る
は
、
本
質
と
怒
川
味
、
換

J

一
日
せ
ば
存
在
的
事
究
と
M
M
秘
的
甲
山
貨
と
主
混
同
す
る
も
の
に
し

℃
、
未
だ
山
陽
の
段
(
怠
註
解
す
る
も
の
に
非
中
。
山
陽
の
修
史
は
締
紳
史
の
陀
間
作
に
於
℃
論
ぜ
ら
る
ぺ
き
も
の
な
り
。
之

bLmに公ケ一一一円とな

し
文
而
己
尖
と
た
す
が
如
き
は
、
国
民
の
桜
山
院
を
語
る
者
の
怒
皮
と
な
す
べ
か
ら
み
y
o

経
路
?
の
如
き
も
の
が
、
兎
品
川
過
去
の
文
化
主
税
法
す
る

に
止
ま
り
、
生
命
あ
る
も
の
主
出
す
事
な
き
は
、
立
味
的
笠
事
に
た
を
求
め
ざ
る
保
守
的
態
度
に
級
せ
ら
る
L

も
の
と
い
ふ
ぺ
し
。
J
M
米
、

文
鎮
の
本
義
は
終
m
般
的
意
味
の
も
の
に
し
℃
、
山
防
の
丈
態
怒
皮
が
大
義
に
存
す
と
い
ふ
は
、
此
結
時
に
岡
崎
す
る
も
の
な
り
。
山
陽
が
偶
よ

資
料
巳
乏
し
き
身
主
以
℃
、
訓
話
的
態
度
中
ば
拾
℃
、
創
作
的
生
命
の
終
曜
に
向
び
、
専
ら
立
言

r
Z
A
P
-爪
ぎ
し
所
以
の
も
の
は
、
必
4
7
し
も

高
容
の
者
絡
に
得
難
き
が
岱
に
の
み
出
で
し
に
は
非
や
も
共
事
の
い
撚
俊
依
乞
知
り
て
此
に
就
き
し
の
み
。
乃
ち
、
文
も
絞
も
一
帯
も
行
も
、
山

践
に
於
℃
は
悉
く
越
に
関
す
る
も
の
な
る
一
与
を
知
る
ぺ
し
。

ハ
山
一
五
)
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